
通学路等の事故の現状と
生活道路対策
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「生活道路交通安全フォーラム」
平成30年6月21日
埼玉大学 久保田尚

通学路
Vision Zero

交通事故死者ゼロをまず通学路から！



生活道路で何が
起きているか

2

抜け道問題
特に、近年顕著な

Intelligent Rat-runner問題

観光地では
「わ」ナンバー
の抜け道利用
者まで・・・



幅員4m未満の道路に幹線道路並みの通過交通

（平日朝の交通量：500台/h） 3

危険な速度

30km/h規制の道路を4，50㎞/h
で走るのが当たり前
⇒日本の「常識」は世界の非常識



国別の人口10万人当たり死者数（30日）
(2010)

データ：交通事故の国際比較（2010年）、(財)交通事故総合分析センター
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交通安全上位国の道路種別に見た
交通事故死者数（2010）
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データ：｢Road Safety Annual Report」国際道路交通事故データベース(IRTAD)



各国の状態別交通事故死者の割合（2010）
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市街地の歩行者・自転車の安全確保が
わが国の最重要課題



わが国の交通安全推進に向けてのポイント
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交通事故で亡くなった方
昭和45年 16,765人→ 平成29年3,694人

第10次交通安全基本計画 （平成28年3月）での
目標
 平成32 年までに24 時間死者数を2,500 人以
下とし，世界一安全な道路交通を実現

 究極的には「道路交通事故のない社会」を目
指す

交通事故ゼロを目指すために、国民全体が同意
する、具体的な戦略を持つべきではないか



生活道路を安全にするには

• 自動車の速度抑制

–時速30キロ以下では死亡率激減

• 抜け道利用の抑制

8



生活道路対策の主な経緯

9

• 昭和40年代
–都市総合交通規制

–生活ゾーン規制

–スクールゾーン

• 昭和50年代
–コミュニティ道路

–ロードピア構想

–居住環境整備事業
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＜環境＞

【ハンプ】 【狭さく】

【30km/h区域規制】

【クランク】

＜安全＞

コミュニティ･ゾーン （1996年～） 画期的な施策であっ
たが、一般に広く普
及するには至らず



11
北九州市熊西地区コミュニティゾーン



ゾーン30

• 警察庁交通局長通達（平成23年9月20日付）
「ゾーン３０の推進について」

– 歩行者等の通行が最優先され、通過交通が可能な限り
抑制されるという基本的なコンセプトに対する地域住民の
同意が得られる地区をより柔軟にゾーンとして設定する。

– ゾーン内は、最高速度３０ｋｍ／ｈの区域規制の実施を前
提として、その他の対策については、住民の意見や財政
的制約も踏まえつつ、実現可能なものから順次実施

12

整備状況
平成29年度末までに全国
で3,407箇所導入済み

出典：警察庁HP



なぜ30km/hか？
衝突時速度と歩行者の致死率

13

出典：スウェーデン
道路局パンフレット

時速50km/hでは
10人中8人が死亡

時速30km/hでは
10人中1人が死亡

30km/hは命の境界線



14幹線道路をはさんで隣接するZone 30    オランダ・セルトーヘンボス

ここまで

ここから

ハンプ

欧州における
Zone30の定着



Zone30

欧州：市街地の大部分に
導入済みの都市多数

(左図：ベルリン：黄土色の部
分がゾーン30)
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ケルン市：人口約100万人

Zone30 に約15年前から着
手し、現在市内に約350か
所整備済み

欧州：Zone30+物理的デバイスが広く普及
→わが国は欧州に比べて大幅に遅れていると言わざ
るを得ず、その結果が交通事故統計にも顕著に表れ
ている。



ライジングボラード

スムース横断歩道

学校 公園

ゾーン30

凸部、狭窄部及び屈曲部の設置に関する技術基準
平成28 年４月１日施行 国土交通省道路局

ビッグデータ

歩車分離信号

わが国で使えるようになってきたツール
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スムース横断歩道

学校 公園

ゾーン30

歩車分離信号

ビッグデータ ライジングボラード ハンプ

凸部、狭窄部及び屈曲部の設置に関する技術基準
平成28 年４月１日施行 国土交通省道路局
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生活道路の物理的デバイス（道路対策）
普及までの長い道のり
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ハンプ

 アメリカでのニックネームはSleeping Policeman

 狭幅員のわが国の生活道路では極めて重要

 しかし、世界的に見て、わが国は最もハンプの
導入が遅れている？ 18



19

日本：形状に関するガイドラインが存在せず
⇒自己流で設計

1980年代初めに、Ａ市に設置された長さ3m、高
さ10㎝の円弧ハンプ



20
軽トラックで牛乳瓶が割れるなどの問題
が生じたため、すべて撤去された



従来「ハンプ」と呼ばれてきた典型的なデバイス

実はこれ↓はBump（Humpに非ず）

21
滑らかでなく、進行方向の長さが短い



各国のハンプ形状の研究 （1984年時点）

22

出典:青木英明、久保田尚、新谷洋二：ハンプの研究（その1）、交通工学，Vol.19, No.2, pp.10-18,1984.

アメリカ イギリス オランダ 西ドイツ スウェーデン デンマーク



わが国におけるハンプ研究
理想の形状を探る実験(2000年)

23

 施設内実験
 ハンプの形状（断面）：サインカーブの提案

 騒音・振動の基本的問題：悪化しない・改善する

 

円弧 サイン曲線

ハンプ 

改良サイン曲線

ハンプ 

成長曲線

ハンプ 



理想とするハンプ

24

大

小

不
快
感
覚
・
危
険
感
覚

騒
音
・
振
動

速度遅 速

不快感覚

危険感覚・
振動・騒音

30km/h



サイン曲線ハンプの寸法
「生活道路のゾーン対策(交通工学研究会）」に記載
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騒音・振動の
問題がなく、
速度を落とせ
ば運転者へ
のショックも
ない形状
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歩道のない道路での設置可能性
小金井ハンプ実験 歩行者（車椅子、ベビーカー等）の状況

150時間分（11日分）のデータ
 ハンプ通行歩行者数：306人

内、ハンプ付近で車とすれ違った人数：4８人

ハンプで転んだり躓いたりする挙動は皆無
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2004年10月29日 サイン曲線ハンプ第1号 朝霞市

｢ご近所の底力｣で放映された小金井実験がきっかけ

現在も健在で活躍中！



サインハンプによる交差点手前のハンプ

28埼玉県上尾市
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事故が8割減！

埼玉県
交通事故件数

導入前 導入後
富士見市 13 2
幸手市 2 0
鶴ヶ島市 3 2
朝霞市 0 0

計 18 4

サインハンプの事故削減効果

埼玉県警と埼玉大学
の共同研究より

出典：埼玉新聞2006年4月15日版



凸部、狭窄部及び屈曲部の設置に関する技術基準（抜粋）
平成28 年４月１日施行 国土交通省道路局

30

平坦部 2m

高さ 10㎝

出典：生活道路における物
理的デバイス等検討委員会
（第3回） 配付資料



技術基準 「傾斜部の縦断勾配」

平均で5 パーセント、最大で8 パーセント以下を標準とする

31

車いすでの通行に支障
がないことを実証済み

狭い日本の道路
歩道がない道路への設置もありうる。
→車いす使用者を含む歩行者への対応が必要
⇒道路のバリアフリー基準

「縦断勾配 5％以下 やむ得ない場合8％以下」
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沖縄県浦添市仲西小学校前でのハンプ実験
（長さ6m 平坦部2m）
（2015年2月～8月）

以前、長さの短いバンプを導入したもの
の、騒音・振動問題で撤去された。
⇒速度問題が大きいため、再チャレンジ
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沖縄県浦添市仲西小学校前ハンプ
（長さ6m 平坦部2m：技術基準と同型）

⇒実験好評につき、本格実施に移行（2015年8月～）

C:/Users/hisashi/Videos/ハンプ/仲西小ハンプ/中西小ハンプ動画.pptx#1. PowerPoint プレゼンテーション
C:/Users/hisashi/Videos/ハンプ/仲西小ハンプ/中西小ハンプ動画.pptx#1. PowerPoint プレゼンテーション


浦添市仲西小学校ハンプの効果

（出典：沖縄県公共交通活性化推進協議会：第22回協議会資料データに基づく分析）

参考文献：山中,野原,宮国, 沖縄における地区交通計画の取り組みについて, 沖縄技術士会
技術発表会，2015
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抜け道交通の抑制
せめて、違法車両の進入を完全に封じる
ためには



スクールゾーンのバリケード

36

スクールゾーンの入口で、交通規制
時間帯に地元住民などのボランティ
アが毎回出し入れするバリケード（い
わゆる「うま」）

トラブルの例

– 「うま」：違法車両が動かして
通過すると、後続車両が続々
と進入してしまう

– 「うま」を死守ないし設置しよ
うとする地元住民と違法車両
の間のトラブル時間規制が有名無実化した例
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ラジコンボラード



ラジコンボラード？@埼玉大学 2006

40



ライジングボラードへの期待

41
フランス・ストラスブールの小学校前の道路



ケンブリッジ(英国)
• 1987年から実施

• バス・タクシーが近づくと、ボラード（車止め）が自動的に降下

42
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公道社会実験
(新潟市ふるまちモール)

2013年10月22日～2014年2月28日



46
46

従来通りの交通規制（昼12時～翌朝8時まで進入禁止）に合わせてボラー
ドを昇降させる実験
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2014年8月1日 本格運用開始
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申請済みの許可車両以外の通行車両は、違反車両あるいは規制除外車両

ライジングボラード設置時に違反が減少していると考えられる。

恒久設置後も効果が継続している

■許可未申請車両 ■ 許可済みと確認できた車両

社会実験実施中 恒久設置後

※1 12,13日を除く7日分 ※2 24～30日を除く7日分
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ソフトライジング
ボラード

52
(公財)国際交通安全学会のホームページ
から全編ダウンロード可



Vision
Zero

通学路
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データ提供協力：
交通事故総合分析
センター
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(全小学校数137校)

国土交通省HP

※http://www.mlit.go.jp/ro
ad/sesaku/tsugakuro.html
(2016年11月30日閲覧) 56
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通学路Vision Zero －通学路総合交通マネジメントの提案と有効性の検証
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通学路Vision Zero
通学路総合交通安全マネジメント

通学路での死亡
事故をゼロにする
ためのビジョン！
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通学路総合交通安全マネジメント

通学路総合交通
安全マネジメント

周辺地域の
交通計画

道路の安全対策

スクールゾーン

・通学路＋スクールゾーン＋交通規制の有機的連携
・周辺地域の交通計画の一環として検討
・周辺道路の交通ネットワークの中での検討
・最新デバイスの活用（ライジングボラード、生活道路デバイス)
・道路管理者、警察、学校の連携

ポ
イ
ン
ト

道路交通
ネットワーク

歩行者用道路
規制、等

通学路ネット
ワーク

生活道路デバイス
（ハンプ等)

交通シミュレーション

ライジングボラード

道路管理者＋警察＋学校関係者+地元住民の連携によるＷＳ 59

ゾーン対策
ゾーン30等歩車分離信号



通学路交通安全プログラムと通学路総合交通安全マネジメント

60

通学路点検
→対策検討Ｐ

対策実施Ｄ

効果検証Ｃ

対策改善・充実Ａ

通学路交通安全
プログラム

通学路総合交通安全
マネジメント
ワークショップ

通学路＋スクール
ゾーン＋交通規制

周辺の交通計画

物理的デバイス
(ハンプ、ソフトライジン

グボラード)

道路管理者・交通管理者の
主体的関与が大前提



国道58号線からの抜け道
利用が問題となっている

港川小学校通学路
横断歩道ハンプを設置

牧港小学校通学路
交差点ハンプを設置
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沖縄県 浦添市



62■通学路交通安全プログラムと通学路WSの流れ

第1回ワークショップ
• 交通安全対策に関する知識の共有
• 課題の洗い出し、問題意識の共有

第2回ワークショップ
客観データによる課題の共有

対策案の具体化
対策案の留意点の洗い出し

第3回ワークショップ
実施候補対策案（実証実験等）の提案
参加者間での対策案への合意形成

第4回ワークショップ
対策案（実証実験）の評価

今後の取組

対策（実証実験等）実施

• 対策（実証実験）実施に向けた個別
説明及び関係機関協議

ワークショップ実施準備
• 参加者の選定、事前説明
• 開建機関、地域住民への主知、参加依頼
• 開催関係者間での役割運単、進行確認

第2回ワークショップに向けた準備
• 第1回WSであげられた課題に関す

る客観データの取得、分析
＊交通調査
＊ビッグデータ 等

• 考えられる対策案の検討

第3回ワークショップに向けた準備
• 第2回WSであげられた対策案雄検

討（実施の可否等）
＊現地調査
＊関係機関協議 等

第4回ワークショップに向けた準備
• 対策案（実証実験）の評価検討

＊交通調査、ビッグデータ
＊アンケート調査 等

結果の広報

結果の広報

結果の広報

〇 小学校区点検

〇 重要危険個所点検

〇 対策の検討

〇 対策の実施

〇 対策効果の把握

〇 対策の改善・充実

通学路交通安全
プログラム

【DO】

【CHECK】

【ACTION】

【PLAN】

通学路Vision Zero  
総合交通安全マネジメント

連携

連携

連携

浦添市の取り組み IATSS・浦添市



浦添市港川小学校通学路
横断歩道ハンプ（スムース横断歩道）社会実験

設置前
63
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浦添市港川小学校通学路
横断歩道ハンプ（スムース横断歩道）社会実験

設置中



浦添市港川小学校通学路
横断歩道ハンプ（スムース横断歩道）社会実験
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「2学年分ぐらい背が

高くなるので車から見
えやすくなっている」

（教頭先生）

2018年度から本格設置に移行済み



通学路総合交通安全マネジメントガイドライン(案)

 

Ⅰ.ワークショップの運営マニュアル

Ⅱ.対策編

Ⅲ.調査・分析編

～全体構成～

66(公財)国際交通安全学会のホームページから全編ダウンロード可



市街地Zero

駅前もZero（電車通学）

帰宅後もZero
塾 公園

家の
前の
道

友達
の家

買物

通学路Vision Zero
=市街地のVision Zeroに向けた戦略
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登下校時Zero

登校時
Zero



「改訂 生活道路のゾ
ーン対策マニュアル」
• H29年6月発行

• ゾーン30、凸部等技術基
準に対応

• 交通規制＋道路対策

68丸善出版（株） ISBN978-4-905990-86-4

第Ⅰ部 ゾーン対策の進め方
※ゾーン対策を始めるにあたって

第Ⅱ部 対策手法と留意点
※ゾーン対策を実現する手法

第Ⅲ部 生活道路対策の事例
※事例紹介

一般社団法人 交通工学研究会


